
四
年
十
一
月
）

を
行
な
い
、

国
蘇
州
大
学
中
文
系
に
お
け
る
講
演
(
-
九
九
一
年
二
月

一
九
九
二
年
）
お
よ
び
『
泊
園

以
前
に
李
白
「
静
夜
思
」
に
つ
い
て
ニ
―
―
一
の
論
考
を
試
み
た
。

（
関
西
大
学
文
学
論
集
第
三
十
八
号
第
三
•
四
合
併
号
）
お
よ
び
一
九
九
0
年
（
平
成
二
年
）

前
）
」
（
関
西
大
学
文
学
論
集
第
三
十
九
号
第
三
号
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
に
「
李
攀
龍
『
唐

詩
選
』
藍
本
考
」
（
関
西
大
学
文
学
論
集
第
四
十
三
号
第
二
号
）
を
世
に
問
う
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト

九
0
年
十
月

日
本
語
）
、
中
国
南
京
大
学
で
の
唐
代
文
学
国
際
学
術
討
論
会
席
上
の
口
頭
発
表
(
-
九
九

0
年
十
一
月

中
国
語
）
、
そ
し
て
帰
国
後
に
大
阪
で
『
泊
園
記
念
会
』
の
講
演
(
-
九
九

そ
れ
ら
論
考
の
趣
旨
を
人
々
に
語
っ
た
が
、
後
日
そ
の
一
部
は
「
O
L
I
E
N
T
A
L
I
A
L
O
V
A
N
I
E
N
S
I
A
 

P
E
R
I
O
D
I
C
A
 2
2
」

(
1
9
9
1
)

、
『
声
g
代
2

寸
念
子
研
忠
冗

第
三
輯
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社

第
三
士
―
一
号
』

中
国
語
）
、
中

リ
ッ
ク
大
学
文
学
部
東
洋
学
科
に
お
け
る
講
演
(
-
九
九

0
年
五
月
英
語
）
、
中
国
上
海
の
復
旦
大
学
中
文
系
に
お
け
る
講
演
(
-
九

李
白

は

じ

め

に

「
静
夜
思
」

そ
の
後

の
「
李
白
『
静
夜
思
』
を
め
ぐ
っ
て
（
承

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

の
「
李
白
『
静
夜
思
』
を
め
ぐ
っ
て
」

森

瀬

壽



四 （
一
九
九
五
年
五
月
）
に
全
文
あ
る
い
は
要
旨
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
九
八
年
に
上
梓
し
た
小
著
『
唐
詩
新
孜
』
（
関
西
大
学
出
版
部

そ
れ
ら
の
論
考
で
得
た
結
論
を
都
合
上
こ
こ
で
改
め
て
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

李
白
「
静
夜
思
」
の
本
文
中
「
林
前
看
月
光
」
の
「
看
」
、
お
よ
び
「
學
頭
望
山
月
」
の
「
望
」
と
い
う
動
詞
、

明
代
の
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
（
万
暦
刊
本
）

ら
れ
た
が
、

そ
れ
以
前
の
版
本
で
、
第
一
句
を
「
林
前
明
月
光
」
、
第
三
句
を
「
畢
頭
望
明
月
」
に
作
る
も
の
は
、
別
集
•
総
集
を

通
じ
て
皆
無
で
あ
る
。

そ
れ
に
「
山
月
」

で
初
め
て
第
一
句
を
「
林
前
明
月
光
」
、
第
三
句
を
「
畢
頭
望
明
月
」
に
作
る
文
が
用
い

江
戸
元
禄
期
に
お
け
る
服
部
南
郭
の
和
刻
本
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
で
は
、
他
の
版
本
を
参
照
し
て
原
文
ど
お
り
「
林
前
看
月
光
」

「
畢
頭
望
山
月
」
の
文
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
が
『
唐
詩
選
』
の
流
行
と
と
も
に
日
本
で
は
伝
承
さ
れ
た
。

中
国
で
は
李
攀
龍
を
は
じ
め
と
す
る
古
文
辞
派
衰
退
後
も
多
く
の
版
本
で
、
第
一
句
を
「
林
前
明
月
光
」
、
第
三
句
を
「
學
頭
望
明

月
」
に
作
る
文
が
用
い
ら
れ
た
が
、

や
が
て
清
朝
に
入
り
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
で
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
が
「
偽
書
」
と
指
弾
さ

れ
る
と
、
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
は
存
在
さ
え
無
視
さ
れ
、
代
わ
っ
て
術
塘
退
士
『
唐
詩
三
百
首
』
が
流
行
す
る
に
及
ん
で
、
李
白

「
静
夜
思
」
は
、
「
夜
思
」
と
い
う
篇
題
の
も
と
に
第
一
句
を
「
林
前
明
月
光
」
、
第
三
句
を
「
學
頭
望
明
月
」
に
作
る
文
が
受
け
継

の
語
は
、
こ
の
詩
の
構
造
上
、
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。

刊
）
に
も
前
掲
論
文
を
収
め
た
。



そ
の
実
、
中
国
文
化
の
重
要
な
側
面
、
そ
し
て
ま
た
中
国
人
に
よ
る

が
れ
、
以
後
の
中
国
で
暗
誦
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
現
在
ま
で
世
界
中
の
中
国
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
来
て
い
る
。

李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
は
、
万
暦
三
年
(
-
五
七
五
年
）

の
刊
本
が
浙
江
省
寧
波
の
天
一
閣
に
か
つ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
、

以
上
が
論
考
の
骨
子
で
あ
る
。
「
林
前
看
月
光
」
「
學
頭
望
山
月
」
の
文
が
明
代
に
お
い
て
「
林
前
明
月
光
」
「
學
頭
望
明
月
」
に
置
換

え
ら
れ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
論
考
に
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
「
看
」
の
字
音
が
唐
代
に
平
声
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
世
に
仄
声
が
主
と

な
り
、
平
仄
式
が
近
体
詩
の
そ
れ
に
等
し
く
な
る
の
を
嫌
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
第
三
句
に
「
明
月
」
を
用
い
る
の
は
、

「
看
る
」
と
い
う
動
詞
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
る
第
四
句
か
ら
第
一
句
へ
の
回
帰
循
環
構
造
を
補
う
働
き
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
我
が
国
で
服
部
南
郭
が
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
を
翻
刻
す
る
に
際
し
て
、
本
文
の
改
蹴
を
温
存
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
も
、
我
が

国
の
唐
詩
鑑
賞
が
「
訓
読
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
関
わ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
爾
来
中
国
の
人
々
は
そ
の
愛
唱
す
る

李
白
「
静
夜
思
」
の
本
文
が
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
に
由
来
す
る
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
り
、

「
偽
書
」
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

五

日
本
人
が
愛
好
す
る
「
静

夜
思
」
の
李
白
本
来
の
本
文
を
見
て
嘲
笑
す
る
と
い
う
「
情
け
な
い
」
事
態
を
現
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
誤
解
」
が
単
に
一
般

大
衆
の
み
な
ら
ず
中
国
の
専
門
家
に
も
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
重
大
な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
た
だ
単
に
李
白
の
絶
句
と
い
う
短
詩
一
首
の
本
文
二
字
の
考
察
と
い
う
瑣
末
な
事
柄
を
云
々
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

（
ひ
い
て
は
外
国
人
に
よ
る
）
中
国
文
化
研
究
の
里
大
な
欠
陥
に
関



で
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
急
逮
予
定
を
変
え
て
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
文
学
部
と
上
海
復
旦
大
学
中
文
系
で

の
五
ヶ
月
と
七
ヶ
月
の
滞
在
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
へ
の
滞
在
ビ
ザ
も
プ
ル
ッ
セ
ル
の
中
国
大
使
館
で
受

け
取
る
と
い
う
始
末
で
あ
っ
た
。
復
旦
大
学
で
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
仏
教
文
学
研
究
の
優
れ
た
研
究
者
陳
允
吉
教
授
で
あ
っ
た
。

陳
教
授
の
計
ら
い
で
、
十
月
に
中
文
系
の
研
究
者
を
対
象
に
し
た
講
演
会
を
開
い
て
も
ら
い
、
十
一
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
出
席
の
誘

い
を
受
け
た
。
十
月
の
講
演
会
は
、
優
れ
た
日
本
語
通
訳
者
で
あ
り
中
国
古
典
研
究
者
で
あ
る
部
毅
平
氏
の
同
時
通
訳
で
李
白
「
静
夜
思
」

の
本
文
に
つ
い
て
論
考
の
要
旨
を
話
し
た
。
そ
の
席
に
は
重
鎮
で
あ
る
王
運
煕
教
授
は
じ
め
章
培
恒
教
授
•
王
水
照
教
授
•
李
平
教
授
・

顧
易
生
教
授
な
ど
鉾
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で
い
て
緊
張
し
た
が
、
講
演
後
の
挨
拶
の
中
で
、
通
訳
の
部
毅
平
氏
の
口
を
通
し
て
王
運
煕

教
授
は
筆
者
の
論
旨
に
賛
同
す
る
旨
を
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
最
初
の
中
国
の
専
門
家
か
ら
の
反
応
と
し
て
大
い
に
心
強
い
も
の
を
得
た

記
憶
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
し
た
南
京
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
分
科
会
で
は
、
李
白
な
ど
の
専
門
家
ば
か
り
の
席
上
に
も
拘

わ
ら
ず
、
同
様
の
趣
旨
の
発
表
に
対
し
て
質
問
・
意
見
の
表
明
は
一
切
な
か
っ
た
。
中
国
文
を
「
宣
読
」
し
た
の
を
十
数
人
の
専
門
家
が

理
解
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
の
に
、
完
全
に
押
し
黙
っ
て
数
分
が
過
ぎ
た
。
同
席
し
て
い
た
松
浦
友
久
教
授
が
堪
り
か
ね
て
中
国
語
で

た
時
に
は
、

わ
る
要
素
を
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
唐
代
文
学
研
究
国
際
学
術
討
論
会
」
と
銘
打
つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
分
科
会
席
上
で
の
記
憶
で
あ
る
。
こ
の
年
に
筆
者
は
大
学
か
ら
一
年

間
の
在
外
研
究
を
命
じ
ら
れ
て
上
海
の
復
旦
大
学
に
滞
在
し
て
い
た
。
前
年
の
五
月
に
次
年
度
の
在
外
研
究
が
会
議
で
承
認
さ
れ
内
定
し

一
年
間
北
京
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
）

で
過
ご
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
六
月
四
日
の
「
天
安
門
事
件
」

ま
ず
上
記
の
論
考
発
表
に
お
い
て
も
っ
と
も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、

一
九
九

0
年
十
一
月
に
南
京
大
学
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た

四



「
中
国
の
先
生
方
は
い
か
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
」
と
発
言
を
促
し
た
が
、

の
場
の
異
様
な
雰
囲
気
こ
そ
、
中
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
李
白
「
静
夜
思
」
の
本
文
の
異
同
の
問
題
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
と
い
え
ば
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
事
態
は
変
化
し
て
い
な
い
。

五

や
は
り
誰
一
人
と
し
て
発
言
を
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ

一
種
の
タ
ブ
ー
と
し
て
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
、
と
後
に
な
っ
て
し
み
じ
み
と
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
た
だ
呆
れ
は
て
、
「
こ
れ

一
外
国
人
研
究
者
た
る
筆
者
の
蓼
々

た
る
報
告
が
中
国
の
専
門
家
に
与
え
る
影
響
な
ど
は
取
る
に
足
り
な
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
私
自
身
が
気
づ
か
ぬ
内

に
論
考
が
次
々
と
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
で
翻
訳
さ
れ
て
い
た
事
実
を
、
中
国
の
或
る
大
学
の
翻
訳
者
か
ら
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
の
切
り
抜
き
を
送
ら

れ
て
は
じ
め
て
知
り
驚
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
を
中
国
の
研
究
者
が
何
ら
か
の
形
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
推
察
で

一
九
八
六
年
に
初
め
て
中
国
の
土
を
踏
み
、

そ
の
直
前
に
起
こ
っ
た
「
李
賀
『
秦
王
飲
酒
』
論
争
」

「
秦
王
1
1
唐
太
宗
説
」
の
提
唱
者
の
先
鋒
た
る
胡
念
胎
氏
に
、

の
内
情
を
知
り
た
く
て
、

そ
れ
以
前
に
発
表
し
た
拙
論
を
知
っ
て
い
た
か
尋
ね
よ
う
と
、
氏
の
所
在

を
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
で
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
先
週
亡
く
な
ら
れ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
会
え
な
か
っ
た
が
、
直
後
に
訪
問
し
た

北
京
図
書
館
の
蔵
書
カ
ー
ド
の
中
に
、
『
入
矢
教
授
小
川
教
授
退
休
記
念
論
集
』
の
所
蔵
を
確
認
し
た
こ
と
は
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
「
秦

王
1
1
唐
太
宗
説
」
の
発
端
と
な
る
一
九
七
四
年
の
拙
論
「
李
賀
『
秦
王
飲
酒
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
収
め
て
い
た
書
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
復
旦
大
学
の
大
御
所
王
運
煕
教
授
に
は
、
李
白
「
静
夜
思
」
の
本
文
に
関
す
る
拙
論
の
要
旨
を
直
接
聴

い
て
頂
き
、
賛
同
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
小
著
『
唐
詩
新
孜
』
の
何
冊
か
を
内
外
の
研
究
者
や
研
究
機
関
・
図
書
館
に
寄
贈
し
た
。

き
る
。

が
国
際
の
名
を
冠
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
。
」
と
憤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の



①
郁
賢
皓
主
編
『
李
白
大
辞
典
』
広
西
教
育
出
版
社
（
四
一
二
六
頁
執
筆
担
当
II
王
運
煕
教
授
）

一
人
に
、
後
述
の
中
国
北
京
の
清
華
大
学
葛
兆
光
教
授
も
含
ま
れ
て
い
る
。
葛
教
授
夫
妻
が
来
日
し
た
時
に
拝
眉
を
得
た
教
授
の
夫
人
は
、

見
事
な
日
本
語
の
使
い
手
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
中
国
の
碩
学
・
気
鋭
を
含
め
て
、
中
国
の
研
究
者
が
こ
の
十
年
間
に
李
白
「
静
夜
思
」
の

本
文
の
異
同
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
を
、
幾
篇
か
手
元
に
集
め
て
み
る
と
、
や
は
り
暗
然
た
る
気
持
ち
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

最
近
ま
で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
管
見
に
入
っ
た
資
料
は
以
下
の
五
冊
の
書
で
あ
る
。

①
郁
賢
皓
主
編
『
李
白
大
辞
典
』
広
西
教
育
出
版
社

一
九
九
五
年
一
月
刊

唐
詩
巻
』
浙
江
文
芸
出
版
社

③
麿
錢
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
繹
集
評
』
百
花
文
藝
出
版
社

④
馬
鞍
山
李
白
研
究
所
編
『
中
国
李
白
研
究

一
九
九
七
年
集
』
安
徽
文
芸
出
版
社

⑤
安
旗
主
編
『
新
版
李
白
全
集
編
年
注
繹
』
巴
蜀
書
社

二
0
0
0年
四
月
刊

以
上
、
著
者
と
書
名
か
ら
見
て
大
衆
向
け
の
書
物
で
は
な
く
、
専
門
家
な
い
し
研
究
者
・
学
生
向
け
の
所
謂
「
専
門
書
」
の
範
疇
に
入

る
書
物
ば
か
り
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る
個
所
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

こ
の
詩
の
第
一
句
と
第
三
句
は
版
本
に
よ
っ
て
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
宋
代
以
来
の
各
種
の
『
李
太
白
集
』
と
比
較
的
古
い
総
集

た
る
郭
茂
偕
の
『
楽
府
詩
集
』
．
洪
邁
の
『
唐
人
万
首
絶
句
』
な
ど
の
書
は
、
第
一
句
を
す
べ
て
「
林
前
看
月
光
」
に
、
第
三
句
を

②
博
碇
踪
主
編
葛
兆
光
選
注
『
中
国
古
典
詩
歌
基
礎
文
庫

一
九
九
八
年
十
月
刊

一
九
九
六
年
十
二
月
刊

一
九
九
六
年
五
月
刊

'" /'¥ 



の
す
ぐ
れ
た
既
成
事
実
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

み
な
「
畢
頭
望
山
月
」
に
作
る
。
「
看
月
光
」
が
「
明
月
光
」
に
変
わ
る
の
は
清
朝
の
選
本
王
士
禎
『
唐
人
万
首
絶
句
選
』
・
沈
徳
潜

『
唐
詩
別
裁
』
に
見
え
、
そ
の
ご
衝
塘
退
士
『
唐
詩
三
百
首
』
は
「
望
山
月
」
ま
で
も
「
望
明
月
」
と
変
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
改

変
は
（
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
の
選
本
を
含
み
）
以
後
の
唐
詩
選
本
に
踏
襲
さ
れ
た
。
版
本
の
沿
革
過
程
か
ら
み
て
、
恐
ら
く
原

文
は
「
看
月
光
」
「
望
山
月
」
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
清
朝
の
い
く
つ
か
の
選
本
と
く
に
『
唐
詩
三
百
首
』
が
広
汎
に
流
行
し
た

た
め
、
現
在
人
々
が
慣
れ
親
し
む
の
は
「
明
月
光
」
「
望
明
月
」
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
清
朝
人
は
「
看
月
」
「
山
月
」
の
二
個
所
を

す
べ
て
「
明
月
」
に
変
え
た
。
原
形
と
合
わ
な
い
が
、
し
か
し
芸
術
的
に
は
確
実
に
こ
ち
ら
が
優
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
改
変
す
る
と

詩
に
よ
り
奥
行
き
と
韻
律
美
と
を
も
た
ら
し
、
よ
り
普
遍
性
を
与
え
、
広
汎
な
読
者
に
喜
び
を
与
え
、
受
容
を
容
易
に
す
る
。
あ
ま

つ
さ
え
上
の
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
古
え
の
多
く
の
詩
歌
も
静
か
な
夜
に
故
郷
を
思
い
人
を
偲
ぶ
こ
と
を
述
べ
る
の
に
み
な
「
明
月
」

を
用
い
、
す
で
に
一
種
の
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。
「
静
夜
思
」
は
、
人
民
が
口
頭
で
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の

伝
承
の
過
程
で
改
変
さ
れ
、
こ
の
改
変
が
ま
た
群
集
の
受
容
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
変
化
は
、
し
か
し
口
頭
で
の
創
作
の
よ

う
で
あ
り
、
我
々
は
現
在
選
本
を
編
纂
す
る
際
に
ふ
た
た
び
古
人
の
詩
に
戻
す
こ
と
に
は
賛
成
し
な
い
。
逆
に
こ
れ
を
―
つ
の
効
果

（
本
篇
第
一
句
第
三
句
、
不
同
版
本
在
字
句
上
有
些
差
昇
。
宋
代
以
来
的
各
秤
《
李
太
白
集
》
和
絞
早
的
忌
集
郭
茂
偕
《
京
府
涛

集
》
、
洪
邁
《
唐
人
万
首
絶
句
》
等
杓
、
第
一
句
都
作
”
床
前
看
月
光
“
、
第
一
二
句
都
作
”
挙
失
望
山
月
“
‘
”
看
月
光
“
変
成
”
明
月

光
“
‘
見
干
清
人
的
逃
本
王
士
椋
《
唐
人
万
首
絶
句
造
》
、
沈
徳
潜
《
唐
峙
別
裁
》
、
以
后
衝
塘
退
士
《
唐
峙
三
百
首
》
、
迩
”
望
山
月
“

也
改
成
”
望
明
月
“
。
送
秤
改
劫
力
以
后
的
唐
峙
造
本
（
包
括
解
放
后
的
造
本
）
所
遵
用
。
以
版
本
友
展
辻
程
看
、
恐
伯
原
貌
庖
是

”
看
月
光
“
‘
”
望
山
月
“
o

只
因
清
人
送
几
神
送
本
特
別
《
唐
峙
三
百
首
》
流
行

9
乏
、
所
以
班
在
大
家
所
熟
悉
的
是
”
明
月
光
へ



③
眉
錢
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
繹
集
評
』
百
花
文
藝
出
版
社
（
八
九
八
頁
）

重
復
。
）

②
博
琺
涼
主
編
葛
兆
光
選
注
『
中
国
古
典
詩
歌
基
礎
文
庫

”
望
明
月
“
了
。
…
…
清
人
把
”
看
月
“
‘
”
山
月
“
両
処
都
改
成
”
明
月
へ
呈
然
不
合
原
貌
、
但
在
乞
木
上
的
礁
腔
一
簿
、
送
祥
改

劫
、
使
峙
歌
更
含
蓄
有
飴
致
、
更
帯
有
普
遍
性
、
力
9
大
渡
者
所
喜
愛
和
易
干
接
受
。
何
況
、
如
上
文
所
介
紺
、
古
代
不
少
涛
歌
写

静
夜
思
多
杯
人
、
也
都
用
”
明
月
“
‘
已
経
形
成
一
釉
刃
憫
了
。
《
静
夜
思
》
呈
然
不
是
一
首
人
民
口
失
創
作
的
、
但
已
在
流
侍
逍
程

中
受
到
改
功
、
送
秤
改
功
又
力
群
炊
所
接
受
、
其
情
況
倒
有
些
象
口
決
創
作
。
我
伯
不
賛
成
既
在
編
造
本
吋
再
改
功
古
人
的
涛
、
但

得
承
汰
送
一
奴
果
良
好
的
既
成
事
安
。
）

唐
詩
巻
』
浙
江
文
芸
出
版
社
(
-
五
七
頁
）

こ
の
詩
は
「
林
前
看
月
光
、
疑
是
地
上
霜
、
學
頭
望
山
月
、
低
頭
思
故
郷
」
と
作
る
本
も
あ
る
。
比
較
的
信
頼
で
き
る
古
い
版
本

に
よ
れ
ば
そ
う
な
の
だ
が
、
し
か
し
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
方
が
良
い
。
な
ぜ
な
ら
二
度
出
て
く
る
「
明
月
」
は
決
し
て
重

複
感
が
な
く
て
循
環
性
を
表
出
し
て
お
り
、
し
か
も
「
看
」
の
文
字
の
「
望
」
の
字
と
の
璽
複
を
回
避
し
て
い
る
。

（
送
首
峙
一
作
”
床
前
看
月
光
、
疑
是
地
上
霜
、
挙
失
望
山
月
、
低
失
思
故
多
“
°
据
悦
述
是
比
絞
古
老
和
可
旅
的
版
本
、
但
不
如

到
在
通
行
的
好
、
因
力
両
次
出
班
的
”
明
月
“
井
不
晟
得
栓
出
而
並
出
回
杯
、
而
省
去
的
那
ヘ
ー
”
看
“
字
却
避
免
了
与
”
望
“
字
的

【
校
記
】
[
看
月
光
]
各
本
と
李
白
別
集
は
い
ず
れ
も
「
看
月
光
」
に
作
る
o

玉
士
禎
の
『
唐
人
万
首
絶
句
選
』
と
沈
徳
潜
『
唐
詩

別
裁
』
及
び
『
李
詩
直
解
』
で
は
「
明
月
光
」
に
作
る
0

[
山
月
]
各
本
と
李
白
文
集
は
い
ず
れ
も
「
山
月
」
に
作
る
が
、
縮
士
賛

八



九

の
注
は
『
古
詩
』
「
明
月
何
咬
餃
」
を
引
き
、
ま
た
魏
文
帝
詩
「
仰
看
明
月
光
」
を
引
く
、
蒲
氏
が
「
山
月
」
を
「
明
月
」
に
し
た

よ
う
だ
が
、
し
か
し
本
文
は
「
山
月
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
『
李
詩
直
解
』
及
び
『
唐
宋
詩
醇
』
は
「
明
月
」
に
作
る
。

（
【
校
記
】
[
看
月
光
]
各
本
李
集
均
作
看
月
光
o

王
士
禎
『
唐
人
万
首
絶
句
選
』
ヽ
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
』
及
『
李
詩
直
解
』
作
明

月
光
0

[
山
月
〕
各
本
李
集
均
作
山
月
、
蒲
注
引
『
古
詩
」
「
明
月
何
餃
絞
」
、
又
引
魏
文
帝
詩
「
仰
看
明
月
光
」
、
似
癖
氏
以
山
月

為
明
月
、
但
刊
本
俯
作
山
月
。
『
李
詩
直
解
』
及
『
唐
宋
詩
醇
』
作
明
月
。
）

そ
し
て
、
こ
の
書
は
九

0
二
頁
に
【
備
考
】
と
し
て
二
日
]
森
瀬
壽
三
『
開
干
李
白
〈
静
夜
思
〉
』
（
載
『
唐
代
文
學
研
究
』
第
一
二
集

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
一
九
九
二
年
出
版
）
」
と
の
み
記
す
。

④
馬
鞍
山
李
白
研
究
所
編
『
中
国
李
白
研
究
一
九
九
七
年
集
』
安
徽
文
芸
出
版
社
（
二
七
四
ー
ニ
七
五
頁

夜
思
』
之
我
見
」
と
題
す
る
論
文
）

張
天
健
氏
の
「
李
白
『
静

こ
の
「
静
夜
思
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
『
李
太
白
文
集
』
さ
ら
に
宋
の
人
郭
茂
偕
『
楽
府
詩
集
』
．
洪
邁
の
編

纂
し
た
『
唐
人
万
首
絶
句
』
ま
で
、
二
個
所
に
少
し
く
異
同
が
あ
り
、
第
一
句
は
「
林
前
看
月
光
」
に
作
り
、
第
一
二
句
は
「
畢
頭
望

山
月
」
に
作
る
。
以
後
、
元
の
癖
士
賛
の
『
分
類
補
注
李
太
白
集
』
•
明
の
人
高
棟
の
『
唐
詩
品
彙
』
は
み
な
こ
の
よ
う
な
文
字
で

あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
文
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
清
朝
の
康
煕
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
全
唐
詩
』
と
王
埼
の
集
注
し
た
李

太
白
の
文
集
で
は
、
詩
は
ま
だ
原
形
を
保
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
多
く
の
選
本
、
た
と
え
ば
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
』
・
王
士
禎
『
唐

人
万
首
絶
句
選
』
・
乾
隆
御
撰
の
『
唐
宋
詩
醇
』
で
は
、
第
一
句
は
「
林
前
明
月
光
」
に
改
め
る
が
、
第
三
句
は
ま
だ
改
め
な
い
。

葡
塘
退
士
孫
沫
の
編
纂
し
た
『
唐
詩
一
二
百
首
」
で
は
第
一
二
句
ま
で
「
畢
頭
望
明
月
」
に
改
め
た
。
こ
の
選
本
は
広
汎
に
流
布
し
、
影



響
は
極
め
て
大
き
く
、

い
ま
各
種
の
唐
詩
選
本
と
李
白
詩
の
選
本
は
す
べ
て
『
唐
詩
三
百
首
』
の
文
を
本
文
と
し
て
い
て
、
人
々
は

こ
れ
を
李
白
の
原
作
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
改
変
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
必
ず
優
劣
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
第
一
句
を
味
読

す
る
と
、
「
林
前
看
月
光
」
は
「
看
」
と
い
う
動
詞
（
実
辞
）
を
持
ち
、
語
気
が
沈
滞
す
る
。
そ
の
う
え
月
光
は
具
体
性
を
欠
き
散

漫
と
な
る
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
「
看
る
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
。
も
し
ど
う
し
て
も
「
看
る
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

す
る
な
ら
ば
、
次
の
句
で
「
霜
」
と
間
違
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
「
明
月
光
」
と
改
め
れ
ば
、
白
い
光
が
地
に
そ
そ
ぎ
、

し、

や
が
お
う
で
も
眼
に
入
り
、
次
の
句
の
「
霜
か
と
疑
う
」
を
引
き
出
す
の
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
「
明
」
の

字
を
用
い
れ
ば
、
月
を
看
る
の
は
虚
中
か
ら
実
を
見
る
の
で
あ
り
、
「
明
」
の
字
は
ま
た
月
の
明
る
さ
を
描
き
出
す
。
第
三
句
を

「
畢
頭
望
山
月
」
と
作
る
の
は
、
「
山
」
の
字
が
地
理
的
な
範
囲
を
狭
く
し
、
明
ら
か
に
平
板
で
限
定
的
で
あ
る
が
、
「
明
」
の
字
は

無
限
の
範
囲
を
包
み
こ
み
、
人
に
思
い
を
馳
せ
さ
せ
る
。
「
明
月
」
が
「
山
月
」
よ
り
優
れ
る
の
は
自
明
で
あ
る
。

（
対
子
送
首
《
静
夜
思
》
、
据
宋
刊
日
本
静
嘉
堂
蔵
本
影
印
《
李
太
白
文
集
》
、
以
及
宋
人
郭
茂
偕
所
編
《
尿
府
峙
集
》
、
洪
邁
所

編
《
唐
人
万
首
絶
句
》
、
均
有
両
処
梢
昇
、
第
一
句
作
”
床
前
看
月
光
“
、
第
三
句
作
”
挙
失
望
山
月
“
.
'
以
后
元
策
士
賛
《
分
癸

朴
注
李
太
白
集
》
、
明
人
高
棟
《
唐
涛
品
氾
》
都
是
送
祥
的
文
字
、
送
証
明
可
能
是
峙
的
原
貌
。
至
清
、
康
熙
吋
編
纂
《
全
盾
峙
》

和
王
埼
組
注
《
李
太
白
文
集
》
中
、
涛
述
保
留
原
貌
。
但
在
各
家
造
本
中
、
如
沈
徳
潜
《
唐
峙
別
裁
》
、
王
士
棟
《
唐
人
万
首
絶
句

造
》
、
乾
隆
御
定
《
唐
宋
峙
醇
》
中
、
第
一
句
変
成
了
、

II

床
前
明
月
光
“
、
第
三
句
未
変
、
及
至
衝
塘
退
士
帥
沫
編
《
唐
峙
三
百
首
》

造
第
三
句
変
成
了
”
挙
失
明
山
月
“
。
此
造
本
流
侍
9
近
、
影
咆
巨
大
、
今
之
各
癸
唐
涛
造
本
和
李
峙
造
本
、
都
以
《
唐
涛
三
百
首
》

文
字
力
本
、
人
伯
也
刃
以
力
此
是
李
白
原
作
。
考
此
峙
改
変
、
必
有
高
低
因
由
、
品
味
首
句
、
”
床
前
看
月
光
“
着
一
〈
ー
実
河
”
看
へ

洒
汽
浣
滞
、
而
且
月
光
散
漫
尤
形
、
忠
公
特
地
去
”
看
“
、
若
真
要
特
地
去
看
‘
也
就
不
会
有
下
句
錯
当
成
溢
炉
。
換
成
”
明
月

1
0
 



注
」
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八

0
年
刊
）

一
定
の
範
囲
内
で
ほ
ぼ
同
一
平
面
上

光
へ
那
公
銀
光
活
地
、
是
不
経
意
入
干
眼
中
、
下
句
引
出
”
疑
霜
へ
也
恨
自
然
合
理
、
用
”
明
“
字
、
看
月
是
以
虚
中
見
実
、

”
明
“
字
述
描
述
了
月
的
亮
色
。
第
三
句
作
”
挙
失
望
山
月
“
‘
”
山
“
字
園
干
地
理
局
限
、
晟
得
絞
死
絞
安
、
”
明
“
字
涵
蓋
不
限
苑

な
お
、
二

0
0四
年
九
月
刊
の
『
唐
詩
答
疑
録
』
（
中
国
文
聯
出
版
社
）
に
お
い
て
も
張
天
健
氏
は
、
右
と
同
じ
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

【
注
繹
】
[
-
]
鞘
（
蜆
園
）
、
朱
（
金
城
）
は
云
う
、
「
各
本
と
李
白
文
集
は
み
な
「
看
月
光
」
に
作
る
。
王
士
禎
の
『
暦
人
万
首
絶

句
選
』
及
び
『
唐
詩
別
裁
』
は
と
も
に
「
明
月
光
」
に
作
る
。
恐
ら
く
王
士
禎
が
勝
手
に
改
め
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
。

u
-
]
山
月
、

『
唐
宋
詩
醇
』
は
「
明
月
」
に
作
る
が
、
い
い
か
げ
ん
な
改
章
と
す
べ
き
で
あ
る
。
（
開
、
朱
II
欄
蜆
園
、
朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校

（
【
注
繹
】
[
-
]
糖
、
朱
云
、
「
各
本
李
集
均
作
看
月
光
。
王
士
禎
『
唐
人
万
首
絶
句
選
』
及
『
唐
詩
別
裁
』
均
作
明
月
光
、
疑
為

士
禎
所
臆
改
。
」

[
二
]
山
月
、
『
唐
宋
詩
醇
』
作
明
月
、
嘗
為
臆
改
。
）

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
の
中
国
の
研
究
者
に
よ
る
李
白
「
静
夜
思
」
の
本
文
に
対
す
る
見
解
は
、

に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
共
通
す
る
見
解
を
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

李
白
「
静
夜
思
」
の
本
来
の
本
文
は
「
林
前
看
月
光
、
疑
是
地
上
霜
、
畢
頭
望
山
月
、
低
頭
思
故
郷
」
で
あ
る
。

そ
の
本
文
を
改
め
た
の
は
清
朝
人
で
あ
っ
て
、
衡
塘
退
士
『
唐
詩
三
百
首
』
が
こ
れ
を
広
め
て
現
在
に
至
る
。

④
安
旗
主
編
『
新
版
李
白
全
集
編
年
注
繹
』
巴
蜀
書
社
（
八
九
頁
開
元
十
五
年
に
編
年
）

園
、
引
人
弛
想
、
”
明
月
“
自
然
比
”
山
月
“
力
佳
。
）



（
現
在
、
中
国
人
社
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
）
改
め
ら
れ
た
そ
の
本
文
「
床
前
明
月
光
、
疑
是
地
上
霜
、
挙
頭
望
明
月
、
低
頭
思

中
国
の
人
々
が
も
っ
と
も
好
む
唐
代
詩
人
と
い
え
ば
、
李
白
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

で
も
人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
の
が
「
静
夜
思
」
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

低
頭
思
故
郷
」
で
あ
る
と
す
る
自
覚
が
研
究
者
達
の
中
に
定
着
し
た
の
は
、
や
は
り
近
年
の
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
か
つ
て

一
九
五
四
年
刊
の
林
庚
著
『
詩
人
李
白
』
（
上
海
文
藝
聯
合
出
版
社
）
に
お
け
る
「
癖
本
で
は
第
三
字
の
『
明
」

を
『
看
』
に
作
り
、
第
十
四
字
の
『
明
』
を
『
山
』
に
作
る
。
し
か
し
、
洪
邁
の
『
万
首
唐
人
絶
句
』
で
は
、
第
十
四
字
を
『
明
』
に
作

っ
て
い
る
。
洪
邁
の
方
が
粛
士
賛
よ
り
も
約
百
年
も
早
い
か
ら
、
篇
本
は
信
じ
が
た
い
。
お
そ
ら
く
―
一
個
所
と
も
『
明
』
で
あ
っ
た
の
を

癖
本
が
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
、
書
誌
学
の
初
歩
を
無
視
し
た
見
解
は
か
な
り
影
を
潜
め
た
。
こ
れ
は
中
国
の
学
界
に
と
っ
て

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
に
も
合
点
が
ゆ
か
な
い
こ
と
が
二
点
残
る
。

本
文
が
李
白
本
来
の
も
の
で
な
い
と
認
め
つ
つ
も
、

称
揚
す
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
め
は
、
改
蹴
し
た
の
が
明
代
の
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
で
あ
る
こ
と
を
絶
対
に
認
め
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

ひ
と
つ
め
の
問
題
で
あ
る
が
、
尊
敬
す
る
王
運
煕
教
授
も
、
こ
の
点
で
は
上
に
見
た
よ
う
に
実
に
苦
渋
に
満
ち
た
解
説
を
し
て
い
る
。

喜
ば
し
い
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

拙
論
に
引
い
た
ご
と
く
、 四

故
郷
」
の
方
が
、
本
来
の
本
文
よ
り
文
学
的
に
優
れ
て
い
る
。

そ
し
て
李
白
の
数
多
く
の
詩
篇
の
な
か

そ
の
本
文
を
「
林
前
看
月
光
、
疑
是
地
上
霜
、
學
頭
望
山
月
、

ひ
と
つ
は
、
中
国
の
人
々
が
現
在
暗
誦
し
て
い
る
「
静
夜
思
」
の

な
お
「
明
月
」
を
重
ね
る
改
蹴
後
の
本
文
の
芸
術
性
を
、

い
ろ
い
ろ
理
屈
を
つ
け
て



「
低
頭
」
と
い
う
往
復
の
動
作
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

「看
II
じ
っ
と
見
つ
め
る
」
と
い
う
動
作
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

の
場
合
、

「
『
静
夜
思
』
は
人
民
が
口
頭
で
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、

一
概
に
社
会
体

そ
の
伝
承
の
過
程
で
改
変
さ
れ
、
こ
の
改
変
が
ま
た
群
集
の
受

容
す
る
と
こ
ろ
な
っ
た
。
そ
の
変
化
は
、
し
か
し
口
頭
で
の
創
作
の
よ
う
で
あ
り
、
我
々
は
現
在
選
本
を
編
纂
す
る
際
に
ふ
た
た
び
古
人

の
詩
に
戻
す
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
逆
に
こ
れ
を
―
つ
の
効
果
の
す
ぐ
れ
た
既
成
事
実
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
。

こ
こ
で
い
う
「
古
人
」
と
は
「
静
夜
思
」
の
作
者
た
る
李
白
そ
の
人
に
他
な
ら
な
い
。
李
白
が
作
っ
た
詩
歌
を
、
後
世
の
「
人

民
」
が
改
変
し
て
愛
唱
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
作
者
李
白
の
原
文
よ
り
も
芸
術
性
に
優
れ
る
と
い
う
論
法
は
、

想
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
拙
論
で
も
紹
介
し
た
が
、
か
つ
て
こ
の
論
考
を
台
湾
出
身
の
大
学
院
生
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
論
旨
に
は
納
得

し
た
が
本
文
を
変
え
る
事
は
出
来
な
い
と
い
う
。

い
わ
ば
社
会
主
義
的
な
発

そ
の
理
由
と
し
て
「
師
承
の
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
」
と
言
っ
た
。

制
に
よ
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
中
国
人
社
会
全
般
の
現
象
で
あ
る
。い

つ
の
間
に
か
白
く
地
面
を
照
ら
す
月
光
を
地
上
に
降
り
た
霜
か
と
錯

覚
す
る
の
で
あ
り
、
第
四
句
の
「
頭
を
垂
れ
て
故
郷
を
思
う
」
動
作
が
、
第
一
句
の
「
う
な
だ
れ
て
床
面
を
見
つ
め
る
」
動
作
へ
の
回
帰

し
、
循
環
す
る
構
造
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
月
光
が
高
い
天
空
に
懸
か
る
こ
と
を
示
す
「
山
月
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ら
、
「
挙
頭
」

こ
れ
ら
の
二
字
は
こ
の
詩
の
関
鍵
で
あ
る
。

そ

そ
れ
が
、
前
述
の
よ
う
に
発
音
の
変

化
か
ら
平
仄
の
「
不
具
合
」
が
起
こ
り
、
明
代
に
お
い
て
「
お
の
れ
か
ら
古
え
は
始
ま
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
」
（
入
矢
義
高
著
『
明
代

詩
文
』
筑
摩
書
房
一
九
七
八
年
所
収
「
擬
古
主
義
の
陰
賭
」
）
李
攀
龍
に
よ
っ
て
改
蹴
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
決
し
て
「
人
民
大
衆
」

が
そ
の
世
論
で
も
っ
て
改
変
し
た
の
で
は
な
い
。
中
国
の
人
々
は
、
改
蹴
さ
れ
た
「
静
夜
思
」
の
本
文
を
明
代
後
半
以
後
、
『
唐
詩
選
』

か
ら
『
唐
詩
三
百
首
』
に
至
る
「
暗
誦
用
テ
キ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
数
百
年
も
脳
裏
に
「
刷
り
込
ま
れ
」

て
い
る
か
ら
、

そ
の
本
文
が
「
身

に
付
い
て
」
い
て
、
馴
染
み
深
い
に
過
ぎ
な
い
。
地
球
上
に
展
開
す
る
十
数
億
も
の
中
国
の
人
々
が
皆
そ
の
よ
う
に
「
身
に
付
け
て
」
い



出
版
社
一
九
八
七
年
刊
）

（
一
六
八
頁
）
。
中
国
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の

の
「
明
代
版
刻
」
の
章
に
「
武
林
一
初
斎
李
攀
龍
輯
蒋
一
葵
箋
釈
唐
詩
選
（
万
暦
二
十
年
刊
）
」
が
南
京
大

朝
人
に
よ
る
改
変
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
元
に
戻
る
可
能
性
は
皆
無
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、

李
白
本
来
の
「
静
夜
思
」
本
文
を
嘲
笑
し
た
り
、
否
定
し
た
り
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

精
華
と
李
白
と
い
う
優
れ
た
詩
人
を
自
ら
否
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

二
つ
め
の
問
題
は
い
ま
だ
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

代
の
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
が
改
鼠
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
の
だ
が
、
前
掲
の
如
く
、

代
の
、

の
書
に
は
、

日
本
（
と
内
外
の
版
本
）

で
伝
承
さ
れ
た

そ
の
行
為
は
、
取
り
も
直
さ
ず
中
国
文
化
の

そ
の
後
の
中
国
の
研
究
者
の
見
解
は
す
べ
て
清

つ
ま
り
明
人
の
仕
事
を
一
切
無
視
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
る
で
明

そ
れ
も
李
攀
龍
の
こ
と
に
言
及
す
る
の
が
一
種
の
禁
忌
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
奇
異
な
現
象
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
の
版
本
が
中
国
に
一
部
も
残
存
し
て
い
な
い
の
な
ら
、

ほ
か
に
上
記
の
王
榔
登
参
評
本
『
李
攀
龍
唐
詩
選
』
の
解
題
も
あ
る

つ
ま
り
、

そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
言
え
る
。
し
か
し
、

例
え
ば
上
海
復
旦
大
学
図
書
館
特
蔵
室
に
「
王
稗
登
参
評
万
暦
呉
興
凌
氏
精
刻
朱
墨
套
印
本
」
と
い
う
珍
し
い
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
が
所

蔵
さ
れ
て
い
て
、
拙
文
『
復
旦
大
学
図
書
館
特
蔵
室
蔵
書
目
賭
覚
書
』
（
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
第
十
七
号
一
九
九
六
年
）

で
報
告

し
、
図
書
館
の
御
好
意
で
拙
著
『
唐
詩
新
孜
』
の
口
絵
写
真
に
使
わ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
楊
縄
信
編
『
中
国
版
刻
綜
録
』
（
映
西
人
民

学
図
書
館
の
所
蔵
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
年
に
同
じ
陳
西
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
孫
琴
安
著
『
盾
詩
選
本
六
百

種
提
要
』
に
は
、
「
我
が
国
古
代
の
著
名
な
唐
詩
選
本
（
我
国
古
代
著
名
的
唐
詩
選
本
）
」
（
一
―
一
七
頁
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

が
多
い
だ
ろ
う
が
、
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
が
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
大
流
行
し
た
こ
と
は
、
『
唐
詩
合
選
』
『
唐
詩
廣
選
』
や
清
朝
初
期

一
九
九

0
年
の
南
京
に
お
け
る
口
頭
発
表
で
も
は
っ
き
り
と
明

―
四



お

わ

り

な
る
の
は
否
め
な
い
。

に

の
呉
呉
山
に
よ
る
『
呉
註
唐
詩
選
』
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の
『
唐
詩
選
』
系
列
版
本
で
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
系
列
諸
本
で
は
例
外

な
く
「
明
月
」
を
二
度
用
い
る
本
文
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
拙
論
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
に
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
の
存
在
と
重
要
性
が
一
部
で
は
あ
る
が
中
国
の
研
究
者
に
認
知
さ
れ
て
い
る
の
に
、
す

べ
て
無
視
す
る
の
は
何
故
か
。
恐
ら
く
中
国
の
研
究
者
達
は
『
唐
詩
選
』
万
暦
刊
本
の
存
在
と
、

の
「
優
れ
た
改
変
」
と
し
て
譲
ら
な
い
の
は
、
『
四
庫
全
書
』
と
、

一五

そ
こ
に
「
明
月
」
を
一
一
度
用
い
る
中
国

社
会
現
行
の
本
文
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
李
攀
龍
の
改
蹴
を
認
め
ず
、
あ
く
ま
で
清
朝
人

そ
の
『
提
要
』
を
中
心
と
す
る
清
朝
の
乾
嘉
の
学
の
栄
光
に
現
行
の

本
文
の
由
来
を
委
ね
て
権
威
付
け
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
張
天
健
氏
の
「
乾
隆
御
定
《
唐
宋
峙
醇
》
」
と
い
う
書
名
の
記
述
を
見
て
い
る
と
、

失
礼
な
が
ら
彼
ら
は
清
朝
を
「
本
朝
」
と
し
て
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
う
。
或
い
は
、
そ
の
背
後
に
出
版
事

業
の
裏
に
潜
む
所
謂
政
治
的
圧
力
が
存
在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
中
国
の
古
典
研
究
の
た
め
に
汚
点
を
残
す
こ
と
に

か
つ
て
大
学
院
生
だ
っ
た
時
に
、
授
業
で
『
十
三
経
注
疏
』
で
「
詩
経
」
の
一
部
を
読
ま
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
詩
経
」
が
成
立
し

て
か
ら
数
百
年
後
、
士
大
夫
社
会
が
成
立
し
、
中
国
社
会
の
変
容
を
経
た
後
に
作
ら
れ
た
古
注
と
、
そ
の
後
千
余
年
間
の
注
釈
と
の
い
わ

ば
「
辻
棲
合
わ
せ
」
の
大
海
に
辟
易
し
た
。
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
先
生
ご
自
身
、
時
に
首
を
か
し
げ
て
お
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

あ
る
種
の
権
威
を
も
っ
て
登
場
し
、
そ
れ
が
人
々
の
脳
裏
に
「
刷
り
込
ま
」
れ
る
と
、
暗
誦
主
義
の
中
国
社
会
で
記
憶
は
長
く
影
を
ひ
く
。

唐
詩
自
体
、
千
年
以
上
も
受
け
継
が
れ
伝
承
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
時
代
時
代
の
趣
味
や
思
潮
に
よ
っ
て
変
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
は 一旦



も
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
二

0
0五
年
九
月
稿
）

つ
ま
り
『
四
庫
全
書
』
『
四
庫
提
要
』
を
一
度
は
疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
『
四
庫
提
要
』
が
意
図
的
に
「
偽
書
」

と
い
う
烙
印
を
押
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
明
代
後
半
か
ら
清
初
に
か
け
て
絶
大
な
影
響
力
を
も
っ
た
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』
の
存
在
す
ら
無

視
し
て
い
て
は
、
研
究
は
成
り
立
た
な
い
。
さ
ら
に
、
宋
元
明
清
を
通
じ
て
旧
注
が
も
っ
と
も
多
い
杜
甫
の
詩
へ
の
注
釈
で
さ
え
、
ま
っ

た
<
+
全
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
近
年
拙
稿
で
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
旧
注
の
ど
れ
が
正
し
い
か
」
と
い
う
研
究
は
、
も
は
や
超

克
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
清
朝
の
学
問
を
祖
述
す
る
こ
と
」
を
も
っ
て
能
事
と
し
て
い
て
は
、
真
実
は
見
え
て
来
ず
、
発
展

ば
、
現
代
に
お
い
て
暦
代
の
文
学
を
研
究
す
る
場
合
、

゜
{つ 致

し
方
な
い
こ
と
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
今
日
伝
わ
る
貴
重
な
資
料
を
全
く
無
視
し
て
、
「
一
切
が
無
か
っ
た
よ
う
に
」
判
断
を
停
止

し
て
し
ま
う
の
は
、
こ
と
学
術
研
究
に
と
っ
て
自
殺
行
為
と
し
か
思
え
な
い
。
不
幸
な
こ
と
に
、
中
国
に
お
け
る
古
典
文
学
研
究
は
、
政

治
的
な
混
乱
と
重
圧
の
下
で
、
或
る
分
野
は
学
問
の
伝
統
さ
え
途
絶
え
、
自
国
の
文
化
を
本
国
人
と
し
て
最
先
端
を
行
け
な
い
状
況
を
も

た
ら
し
た
。
改
革
開
放
経
済
が
始
ま
っ
て
、
経
済
は
順
調
に
拡
大
を
続
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
李
白
「
静
夜
思
」
本
文
の
扱
い
ひ
と
つ
を

見
て
も
、
出
版
点
数
の
膨
大
さ
に
反
し
て
、
な
か
な
か
唐
詩
研
究
の
水
準
自
体
が
高
ま
ら
な
い
。
結
局
、
唐
詩
が
現
在
に
至
る
も
「
生
き

て
い
る
」
文
学
の
一
部
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
化
さ
れ
な
い
或
い
は
対
象
化
し
え
な
い
状
況
が
然
ら
し
め
て
い
る
の
だ
ろ

古
典
文
学
研
究
は
、
ま
ず
も
っ
て
「
そ
の
作
品
が
そ
の
時
代
の
人
々
に
ど
う
読
ま
れ
て
い
た
か
」
を
探
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
後

世
の
異
な
っ
た
王
朝
・
社
会
の
感
覚
で
読
も
う
と
す
る
こ
と
に
、
研
究
者
た
る
も
の
一
定
の
距
離
を
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
す
れ

一
番
大
切
な
こ
と
は
清
朝
の
専
制
君
主
が
作
り
上
げ
た
学
問
の
壁
を
乗
り
越
え
る
、
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